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住民による主な被害防止対策

○ 集落環境点検により作成した「被害防止対策実施計画」に基づき、総合的な対策を実施。

○ 集落内での徹底した協議と合意のもとに、住民各々が役割分担して活動。

○ これらの対策により、被害の低減のみならず、地域活性化も促進。

【家庭菜園の被害対策】

活動の動機

• イノシシ被害に対し、かつては耕作者
個々により対策

⇓ 被害増加

• 個人対応による対策の限界

• リーダー養成講座を受講した集落役員が
総合的な獣害対策の重要性を理解

⇓

• 集落ぐるみによる総合的な対策を開始

• 集落環境点検により生息状況や被害状況の
実態を住民が共有

• 被害対策のロードマップとなる「被害防止
対策実施計画」の作成

• 隠れ家となっていた
放任茶園の伐採

• サルの誘引源となっ
ていた放任果樹の伐
採、もしくは一斉に
収穫する取決めの実
施

【放任茶園・果樹対策】

• 耕作放棄地から野生
獣が柵を越えて農地
に侵入していたため、
雑草等が藪化した耕
作放棄地の解消策と
して羊やヤギを放牧

【小型家畜放牧による耕作放棄地の管理】

• 集落のエサ場価値
の低減を目的に、
簡易防護柵の実証
展示を共同管理菜
園で実施

【ニホンザルの追い払い】

• サルが出没する昼間
に集落にいる高齢者
をターゲットに研修
会を開催

• 市の「サル接近情
報」を活用し、待ち
伏せすることで効果
的にサルを撃退

【獣害に強い新規品目の検討】

• 食害されにくい農作物と
して、エゴマ、ショウガ
を試作

【被害防止対策実施計画】

【集落での捕獲活動】

• 地元の猟友会と連携して
積極的に捕獲

• 猟友会との役割分担によ
る効率的な捕獲体制

【地域リーダーの育成】

• 新たな集落役員が県
や協議会主催のリー
ダー育成研修に参加
するなど、次世代の
リーダーを積極的に
養成



○イノシシによる水稲被害の対策
として、交付金事業によりワイ
ヤーメッシュ柵を整備（約4.4㎞）。

○エリアごとに耕作者が組を編成
して柵の点検保守管理。

Step1 侵入防止柵整備

○集落マップに集落環境点検の結
果をわかりやすく記載。

〇獣の隠れ家となる耕作放棄地の
実態や生息状況・被害状況の実
態を多数の住民が共有。

○集落で実践可能な対策を中心に
計画を策定。

Step2 被害防止対策実施計画

を作成

地域住民主体の鳥獣被害防止対策 ー滋賀県甲賀市ー

きっかけ

・個人による対策では限
界…。

・現状を何とか打破しなけ
ればますます集落が荒れ
ていく…。
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対策の成果

住民アンケート調査（H28年度）で回答
者の65％が「獣が出没しなくなった」と
回答

対策実施後のサル出没日数が実施
前に比べ減少（市の「サル接近情報
システム」調査結果）

対策実施前：12.8日/月
対策実施後：3.9日/月

簡易防護柵の実証展示ほで、獣害
により収穫皆無だったサツマイモの
収穫に成功

地域住民が生き生きと

活動できる住みよい村

に前進

○放任茶園・果樹対策、耕作放棄
地の管理、家庭菜園への対策、
ニホンザル追払い、獣害に強
い作物の栽培、捕獲活動、地
域リーダー育成など。

Step3 計画に基づいた

総合的な対策

○営農意欲の向上。

〇獣害に強い作物として試験栽培し
た新規品目の販売。

〇耕作放棄地に放牧した小型家畜
を子供連れが見に来ること等に
より、活気ある村に。

Step4 地域活性化へ

今後も地域ぐるみ
の取組みを実施
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